
 

第２６５回幹事会議事要旨 

 

日 時 平成３０年６月２８日（木）１４：３０～１６：０５ 

場 所 日本学術会議大会議室 

出席者 （会 長）山極 壽一 

（副会長）三成 美保、渡辺 美代子 

（第一部）佐藤 岩夫、藤原 聖子、橋本 伸也 

（第二部）石川 冬木、武田 洋幸、丹下 健 

（第三部）徳田 英幸、高橋 桂子 

 

（事務局長）山本 茂樹 

（事務局次長）松林 博己 

（ 課 長 等 ）小林 真一郎、酒井 千冬、西澤 立志、粂川 泰一、小島 宗一郎 

 

審議事項等 

１ 前回議事要旨の確認が行われた。 

２ 以下の公開審議が行われた。 

(1) 「委員会及び分科会等に係る特任連携会員の選考の在り方について」の一部を改正

することを決定した。 
(2) 幹事会附置委員会における委員会委員（新規設置１件）を決定した 

○新規設置 
・地方学術会議委員会 

(3) 機能別委員会における運営要綱の一部改正（分科会の設置１件、小委員会の設置１

件）及び小委員会委員（新規１件）を決定した。 
○分科会の設置 
・国際委員会持続可能な社会のための科学と技術に関する国際会議２０１８等 
分科会 

○小委員会の設置及び小委員会委員の決定 
・科学者委員会学協会連携分科会学協会法人化問題検討小委員会 

(4) 分野別委員会における運営要綱の一部改正（新規設置３件、委員構成の変更１件）

及び委員会等委員（【委員会及び分科会】新規３件、追加１１件【小委員会】新規１

件）を決定した。 
(5) 課題別委員会における設置要綱の一部改正（委員構成の変更１件、新規設置２件）

及び分科会等委員（【分科会】追加１件【小委員会】新規２件）を決定した。 
○委員構成の変更及び分科会委員の決定 
・フューチャー・アースの推進と連携に関する委員会フューチャー・アース国内連 

携分科会 
○小委員会の設置及び小委員会委員の決定 
・フューチャー・アースの推進と連携に関する委員会持続可能な発展のための教育 
と人材育成の推進分科会持続可能な発展のための海洋教育と人材育成小委員会 

・フューチャー・アースの推進と連携に関する委員会持続可能な発展のための教育 
と人材育成の推進分科会ＥＳＤ・ＳＤＧｓ小委員会 

(6) 課題別委員会の設置（２件）及び委員会委員（新規１件）を決定した。 



 
○委員会の設置 
・人口縮小社会における問題解決のための検討委員会 
○委員会の設置及び委員会委員の決定 
・人口縮小社会における野生動物管理のあり方の検討に関する委員会 

(7) 提言「研究と産業に不可欠な中性子の供給と研究用原子炉の在り方」について、原

子力安全に関する分科会柴田德思委員、研究用原子炉の在り方検討小委員会永井康

介委員より説明があり、審議の結果、所要の修正を行うことを条件に承認した。 
(8) 日本学術会議協力学術研究団体を指定することを承認した。 
(9) 国際商業会議所（International Chamber of Commerce：ＩＣＣ）から７月に開催

されるＳＢＳＴＴＡ（生物多様性条約締約国会議の関連会合）に向けて出す合同声

明に、学術会議ロゴを使用することについて審議し、ロゴの使用については保留す

ることとした。 
(10)サイエンス２０（Ｓ２０）を日本学術会議が主催することについて決定した。 
(11)平成３０年度フューチャー・アースに関する国際会議への派遣方針に基づいて、派

遣会議及び会議派遣者を決定した。 

(12)「第１４回大気化学と地球汚染に関する委員会（ｉＣＡＣＧＰ）及び第１５回地球

大気化学国際協同研究計画（ＩＧＡＣ）合同会合及びＩＧＡＣ関連会合」の共催及

び外国人の招聘について決定した。 

(13)平成３０年度第３四半期における学術フォーラム及び土日祝日に講堂を使用する

シンポジウム等につき決定した。（２件の学術フォーラム、６件のシンポジウム等） 

(14)９件のシンポジウム等の開催、４件の国内会議の後援を決定した。 
(15)日本学術会議の活動状況等に関する年次報告（平成２９年１０月～平成３０年９月）

の作成について決定した。 
３ その他事項として、第１７７回総会（１０／３～５）の日程案及び今後の幹事会等

の開催日程について確認が行われた。 

４ 以下の非公開審議が行われた。 

(1) 機能別委員会における小委員会委員（新規１件）を決定した。 

(2) 分野別委員会における分科会委員（特任連携会員）（追加６件）及び小委員会委員

（新規１件）を決定した。 

(3) 課題別委員会における委員会委員（特任連携会員）（新規１件）及び小委員会委員

（新規２件）を決定した。 

(4) 外部委員候補の推薦について承認した。 


